
　
九
月
十
日
に
工
場
二
課
が
四
千
日
の
無
災
害
を
達
成
し
、星
野
専
務
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
に
亘
る
無
災
害
は
、課
員
全
員
の
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

の
表
れ
で
あ
り
、こ
の
間
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。他
部
署
も
こ
れ
を
見
習
い
、各
々
の
連
続
無
災
害
記
録
の
伸
長
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　徐々に過ごしやすくなってくる秋のシーズン。しかし夏に蓄積された疲れが出やすい季節
でもあり、皆さんも運転中についウトウトしてしまった経験があるのではないでしょうか。
　居眠り運転は、重大事故につながりかねません。眠気対策を万全にして、安全運転をお
願いします。

対策① 運転は、２時間に１回は休憩しよう
 自動車運転者の連続運転時間は
 ４時間が限度です。

対策② 疲労・眠気を感じたら休憩しよう
 車を止める安全な場所として、
 SA・PAの利用を。

対策③ 休憩中、体を動かし
 心身ともにリフレッシュしよう
 体操などで体を動かし、眠気スッキリ。

対策④ 十分な睡眠をとったうえで
 運転しよう
 常に健康な状態で運転ができるよう心がけを。

居眠り／
居眠りに近い運転
（推定）脇見運転

トラックによる追突事故（死亡事故）の要因

だろう運転

事故になる前に居眠り対策を！

52 ％
35 ％

5 ％

その他
8％

事故の約５割が
居眠り運転！



安
全
衛
生
委
員
会

定
期
健
康
診
断

　
令
和
四
年
度
の
安
全
衛
生
委
員
が
以
下

の
通
り
選
任
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
従
業
員
の
安
全
衛
生
意
識
の

向
上
に
努
め
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
し

発
生
す
る
労
働
災
害
、
交
通
事
故
の
防
止
と

撲
滅
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
従
業
員
教
育
、労
働
環
境
の
整
備
、従
業
員

の
健
康
増
進
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
職
場

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
月
三
、
四
、
八
、
九
日
の
四
日
間
に
亘
り
、
本
社
に

お
い
て
深
夜
勤
務
者
を
対
象
に
定
期
健
康
診
断
が
実
施

さ
れ
、
112
名
が
受
診
し
ま
し
た
。

　
法
令
で
は
、
一
般
の
職
務
は
年
１
回
、
深
夜
業
に
携

わ
る
者
は
半
年
に
１
回
の
健
康
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
当
社
で
は
二
月
に
長
距
離
運
転
手
・
交
替
勤
務

者
を
対
象
に
２
回

目
の
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に

も
喫
煙
者
の
方
は

禁
煙
を
、
再
検
査
等

を
指
示
さ
れ
た
方

は
遅
滞
な
く
受
診

し
て
、
治
療
・
生
活

習
慣
の
改
善
な
ど

で
自
分
の
健
康
管
理

に
積
極
的
に
努
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

委
員
長
・
総
括
安
全
衛
生
管
理
者

常
務
取
締
役
安
全
管
理
室
長
　
石
川
　
盛
二

■
本
社
委
員

安
全
管
理
者

工
場
部
長
代
理
兼
工
場
二
課
長
　
高
橋
　
健
二

衛
生
管
理
者

総
務
人
事
課
担
当
課
長 

 

松
森
　
明
久

委
　
員

輸
送
二
課
主
任 

 
 

川
上
　
浩
司

輸
送
三
課
第
二
係  

 

青
木
　
　
翼

工
場
三
課
第
一
係  

 

岡
田
　
秀
幸

■
四
国
中
央
デ
ポ
委
員

安
全
管
理
者

共
配
二
課
長 

 
 

森
　
　
龍
佑

衛
生
管
理
者

経
理
課
長 

 
 

秋
山
　
雅
之

委
　
員

共
配
二
課
第
二
係
長 

 

村
上
　
幸
広

倉
庫
一
課
長 

 
 

大
西
　
　
聡

倉
庫
一
課
第
三
係
上
級
係
長 

 

近
藤
　
智
和

　
一
月
二
十
九
日
に
工
場
一
課
が
４
０
０
０
日
、

二
月
十
八
日
に
関
西
支
店
が
５
０
０
０
日
の

無
災
害
を
達
成
し
、表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
に
亘
る
無
災
害
は
、部
署
全
員
の

安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
り
、

こ
の
間
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
対
し
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。他
部
署
も
こ
れ
を
見
習
い
、

各
々
の
連
続
無
災
害
記
録
の
伸
長
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

表彰風景集合写真

工場一課　４０００日

連
続
無
災
害
表
彰

表彰風景集合写真

関西支店　５０００日

安
全
衛
生
の
広
場

安
全
衛
生
の
広
場
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輸送三課

平井　　聖

◆

準
中
型
免
許
　

10
月
22
日

共配二課

泉宮　正成

◆

大

型

免

許
　
　

12
月
７
日

問１　○　問２　○　問３　×
※ライトが重なるなど視界が悪い時
は、歩行者の手前で止まるのが最も
安全な方法です。また、他に歩行者が
いないか確認しましょう。決して歩行
者の横断を妨げてはいけません。

問４　○　問５　○　問６　×
　車両総重量（車・人・荷物などの
重さの合計）が 5.5トンを超える車は
通行できません。

問７　○　問８　×
　歩行者や自転車が横断しているとき
は、横断歩道や自転車横断帯の手前
で一時停止しなければなりません。

①　ａ 停止
②　ｂ 安全確認して
③　ｂ 絶対に進入しない
④　ａ 踏切非常ボタンを押す
⑤　ｂ 鉄道の係員等

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

　
十
二
月
十
五
日
に
工
場
三
課
が
３
千
日
の
無
災
害

を
達
成
し
、社
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
に
亘
る
無
災
害
は
、課
員
全
員
の
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
り
、こ
の
間
の
皆

さ
ん
の
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。他
部
署

も
こ
れ
を
見
習
い
、各
々
の
連
続
無
災
害
記
録
の
伸
長

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

安全 第一安
全
衛
生
の
広
場
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